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不 自然 な決 意:R・H・ デ イ ヴ ィス の
『審判 を待 ちなが ら』
大 矢 健
レベ ッカ ・ハ ーデ ィング ・デ イヴ ィスのr審 判 を待ちなが ら』(1867)は,彼女の 最大の野心 作で
あ り,彼 女の 作家 としてのキ ャ リアの分岐点 にな った作品だ。 これが 『ギ ャラ クシー』誌 とい う雑 誌
に掲載 されたため,『ア トランテ ヅク』誌 を失 うことにな ったか らだ。『ア トランテ ック』は,当 時 の
文壇の牙城 であ り,ま た彼女 に とっての庇護者 だった。 そ こか らマ ーケ ッ トに投げ出 された デ イヴ ィ
スは,1{{版業界 のジ ェンダー ・ポ リテ ィクスに も翻 弄 され るζ とになる。 『審判』 以降,作 家は,男
の世界,彼 女の強力な初期作品群が開花した リアルな世界に背を向ける。その結果,彼 女は感傷慢が
その最大の特徴 とされる女性作家の一人ということになり,近年 になるまで 《忘れられた》作家にな
っていた。 しか し,こ こでは,こ の 出版 界の政治性に ついては深 く掘 りさげな い。 まず,こ の作品 に
おける彼女の野心を見るのが先決だろう。
『審判』以前の主要な作品をふ り返 ってみると,その実験性 と多様性が我 々の 目を引 く。たとえば,
「製鉄ユニ場」での工場労働者ウルフの自然主義的なプロヅ ト。「製鉄工場」の姉妹編の意図で創作され
た「約束の朝 日」の,娼 婦の自殺 とそれによる叔父アダムの回心 という教科書の例めような感傷小説。
リア リズムのモー ドで展開される 「ジ ョン ・ラマール」における北部白人の無意識の暴露な どを見て
みれば,マ ーケ ットを席巻 した女性感傷小説作家たちとは,彼 女の資質が本質的に異なっていること
が明 らかだろう。デイヴィスがこれら短篇で試みているのが,表 象のモー ドを使い分ける実験だった
か らだ。
た とえば,『審判』 と同 じ く奴隷問 題を扱 う 「ジ ョン ・ラマール 」は,リ ア リステ ィックな恐 怖小
説 だ。北軍 に捕 らえ られた南部兵士 であ りプ ラン ター のジ ョン ・ラマール と黒人奴 隷ペソは,脱 走 を
計 画 していた。 ところが,自 由を奪 われた奴隷で ある自分 に気 づいて しまったべ ソは,ラ マール を殺
一 害 す るば か りか,ラ マ ール の妹 フ ロイを レイプす るこ とで復讐 を果 たそ うと,自 由の土地 北部 でな
く,南部へと逃走する。人種偏見が生み出した恐怖のファンタジーがそのまま描かれるのだ。黒人べ
ソの悲惨な過去が語 られてお り,読者は,ど ちらかといえばペソに感情移入してしまうはずだが,最
後 に きて,ベ ソの レイプへの 欲望を見て しま うこ とにな る。
おら
今度 は,俺 がご主人 さまになる番 だ。 思 う存分,楽 しませて も らうぜ。 やつ らの ワイン と,や つ ら
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の庭 と……。 同 じ色の連 中か ら女房 を選 ばな くて もいいんだ よな。歩 くのを止めて,フ ロイの こと
を考え る・金 切 り声 で,笑 う。 あの キスは,ほ かの人 の唇 のため に とってお くんだな。ω
レイプは・それ自体おぞましい ものだが・奴隷ベソのタナ トスと結びついたエロスが恐ろしいと読者
に感じられるのは,異 人種間の関係が恐怖の対象と設定さ;れているか らだ。小説が,ノ ーマルでヘテ
ロ ・セク シャル で人種の タブー を きち ん と守 った北 軍の ドール とルー スを,「正義」 として背景に置
いているか らで あ る。 だ が,フ ロイに エロスを感 じるのはべ ンだけ ではない。
それは,か わ い ら しい12才の子供 の顔 だ った。 これ を描 いた画家 は,少hと っぴ な想像 力 をめ ぐ
らして,こ の典型的南部人の肖像のまわ りに,南 部の象徴であるマグ ノリアのつぼみを描いてい
た。 まるで真珠 の よ うに汚 れを し らぬ マグ ノ リアであ る。 それ を見 てい る と,ラ マールは腹 がた っ
た。花が満開 にな った とき,こ の ク リーム色がか った 白い花が放 つ香 りに,ま つ赤 な薔薇 で さえ足
もとにもおよばない強烈な情欲が秘め られているのを思いだ したからだ。動物的な快楽 とエクスタ
シーの情熱。(38)
兄のラマールは,妹 のフロイの絵 を見ている。妹の女性性の発芽を見ているようだが,連想の仕方の
強引さから,ラマールは,妹 を性的な対象 として見ている自分 に気づ き驚いている,と いった方が正
確だろ う。近親相姦 の欲望 だ。性 の タブー を知 らぬ汚 らわ しき南部人,南 部文 化。 しか し,こ れは,
北部の人聞が描いていたファンタジーである。だか らこそ,超 人的な性的能力をもった黒人奴隷のス
テレオタイプとしてのペソ と近親相姦を犯 しかねない南部人のラマールが,パ ラレルに描かれる。 じ
っさい,の ちに,フ ロイにおやす みのキスをす る場面 を,ラ マ ール とべ ンの二人 が同 じように思い浮
かべる。 タブーを犯す二人描 き,タ ブー の タブーた る所 以 を暴露 するデ イヴ ィスが見せ てい るのは,
北部の側の無意識である。
確認しておくべ きなのは,感 傷小説が扱 うことができないのが性的な欲望であるということだ。異
人種間の・また・近親相姦の欲望を描 くこの作品は感傷性 とは無縁である。対照的に,娼婦ロヅトを
扱う 「約:束の朝 日」は,ロ ットではな く,彼女の叔父の回心を物語の中心におき,人の情欲の側面を
すべて排除 して,典 型的 な感傷小説 とな ってい る。 この ように,デ イヴ ィスは,初 期 作品 群で,物 語
によってモー ドを変更する実験を試みている。
では,デ イヴ ィスが臨ん だ 『審 判』 とは どん な作品 なの か,と 戻 って,問 うてみたい。
この作品 は・一 言 でいえば,南 北戦 争後 の再建築(Reconstruction)を背景 に した,総 合小説 であ
る。 これは・ 自明 といえばあ ま りに 自明な事だ と思われ るが,研 究 者たちは,あ ま り重要視 して いな
い。ハ リスは・人物設定の方法に注意 し,フ ァルザーは感傷性が持つラディカルな政治性を読みこも
うとし・全体にバ ランスよく目の行き届いたデ ィンプルダインも,主 にデイヴィスの人種問題の扱い




小説 を,作 家 の狙 い を含 め て,概 観 して お こ う。 主 人 公 は,社 会 下 層 か ら出発 す るRosslyn
Burley(ロス と呼 ば れ る)と,ミ ュー ラ ッ トー で,白 人 と して振 る舞 う外 科 医 のJohnBroderipの二
人だ。喜劇 と悲劇が巧妙に織 り交ぜ られ,読 者は,作 中人物 と同じく,プロダリップの離散した家族
の謎を鰐 き,家族が回復されるさまを追ってゆ く。都市小説,風 俗小説,冒 険小説,戦 争小説,恋 愛
小説を含む超ジャンル的な総合小説だ。デイヴィスは,こ のように執筆の動機 と意気込みを書いてい
る。
数 ヶ月前に原稿を完成 させましたが,そ のあ と,この原稿は破棄してしまって,も う…度構想をや
り直 して(remodel;,長くし ょう と決 め ま した。 主題 は,私 が一番興 味 を持 ってい る事柄 です。
持て る力をすべてそ そ ぎこんで,で きるな ら今 まで して きた こ ととは違 った ものに したいのです。(3}
原稿の破棄だが,五 ヶ月後 には 『ギャラクシー』誌での連載が始まる。だから,原稿を文字 どおり
に捨 てたはずは ない。 「構想のや り直 し」(remodel)をした のだ。 ・・番興味 を も ってい る事柄 とは,
「弱者と販め られた人 々」 との献辞か ら明らかなように,階 級(貧 困 と道徳の調和をはかるロス)と
人種(ミ ューラットーであることを認め,全 てを失い北軍黒人部隊に入隊するプロダリップ)の 問題
だ。 しか しデ イヴ ィスの これ までの短篇が,こ の よ うな社会底辺の人 々を扱 って いるこ とか ら,彼 女




的わか りやすい政治的メッセージは,そ うやすやす とは作品から読みとれない。むしろ強烈な印象を
残 すのは,小 説が,少 な くとも前半部 分で,あ ま りに もバ ラバ ラであ る,と い う ことだ。 作品が大 き
な筋にそっているのに,またその中心に恋愛と謎解きという強力な核を持っているのに,意 図的にバ
ラバラにされているという印象ばかりが残 る。このナラティブの断絶は何なのだろうか?
小説が冒険小説のモー ドを採用 しはじめるt8章は,こ のように始まる。
目の前 に広 がって いるのは,紛 れ もないア メ リカの風景 であ る。 みずみず しい耕 して ください とい
わんば か りの大地だ。広 々と傾斜 した緑 の土地は,寂 しそ うで,ま だ誰の手 も入っていない。山 々
には,ま だ トンネル も掘 られてお らず,試 掘 された跡 もない。 宝は,濃 い森 に嫉妬 深 くしっか り隠
され たままなの だ。
・
夏の 日に,鋭敏な本能をもった旅行者が,こ の高みから見渡 した ら,こんな確信を抱いたことだ
ろ う。 自分 は,新 世 界の土地 に足 を踏み入れたの だ と。 そ して,ま だ試 されて もいな い力 と,家 に
なるべ き空間 と,そ のための滋養 を感 じるのだ。(19r)
典型的な楽園としてのアメリカの風景。季節は夏。さらにこのあ と,「現在の地点は約束にすぎず,
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その向こうには欲望の大地が待っている」 という解説までつ く。神話の世界は,夏 の豊かなアメリカ
を提示 している。が,こ の風景描写のあ と,物語が展開させるのは,冬 の場面である。北軍に従軍し
てい るBurleyがMarkleを見 つ けだ し・ プ ロダ リ ップの 兄 で あ るNathanに会 う とい うプ ロ ッ トだ。
前の章が,パ ー レーがキ ャンプを冬の夜 に出発 した ところで終 わっていたので,こ こで躇 躇 しない読
者はいない。
このあ とバー レー とマーケルは,南 北戦争の意 味,解 放後 の黒人 に合衆国が どうす るべ きなのか,
とい う問題を議 論す る。二人 に結論 はない。 しか し,明 らかにそれは,解 決 を待つ問題 なのだ。 この
北軍の兵士である二人は,作 品中で最も理想的な人種観を持つ人物たちだが,そ んな二人の人種偏見
が暴露 され る。「血」,つ ま り 「血統」 に,大 した価値はない,と 作rl・何度 も断 じるバー リーは,「黒
人の解放は構わな いが同 じ権利 を与 える ことなんてで きない」 とい い,マ ー ケル も,「北 部 に も皮膚
の色に対 しての偏見があるんだ。黒人を今ある悲惨な状態にしたのは白人なんだが,そ の罪の償いを
する用意は北部にもないだろう。それを義務 とは感 じないだろう」 とネ イサソに打ち明ける。 これ
は,当時の標準的な北部白人の姿勢だ。ここで彼 らの偏見が露になっているのは事実だろうが,デ イ
ヴィスは,け っ して政治的な正 しさの高み から,二 人を批判 した りは しない。 これがデ イヴ ィス流の
リア リズムだ。 それよ り,こ の神話の 力 と,作 中人物 の議論に よって,あ るべ きア メ リカの未来 が語
ら;れている とい う点は記憶 しておいて よい。 じつは,ナ ラテ ィブの断絶 とのち に来 る結合が,あ るべ
きリコソス トラクシ ョソを指 向 してい るか らであ る。
冒険小説のモー ドで展 開する場面 は,神 話的 ではあ るが,そ の語 りのモー ドは リア リス テ ィック
だ。 しかし,こ のバー リーが祖父 として ロスに対 して振 る舞 うプロ ッ トは,家 とい う空 間を中心 とし
て,感 傷小説の色彩 が濃 い。 ロスの実 の父,Strebhngを嫌悪 し,ス テ レブ リン グが代表 す る血 統に
支えられた南部貴族性社会を批判するバーリーなあだが,孫であるロスと,お 日出良 くも残酷な南部
貴族Garrickとの結婚 に際 しては,「これは本物 の愛だ」 と確信 して,ロ スの階級的 なそ して 「正 し
くない」出 自とい う過去 を消 すために,ロ スの前 か ら姿 を消 して しまお うと考 えた りする。 父 と子,
祖父 と孫 とい う関係が強調 されるこのプロ ッ トは,小 説の中で もっ とも感傷的 といってい い部分 だろ
う。 ところが,と い うより,そ れ故 にい うべ きなのだが,こ の甘い展開の中 に,も っ ともわか りやす
い露骨な奴隷性批判は現=れる。感傷的なプロットの中に,も っとも強烈な奴隷性批判が展開する。
ロスは,床 にあ った旅行 カバ ンを開けて,ス ケ ヅチ風の絵 が描 かれ た四角い紙 を取 りだ した。「こ
れが・私の奴隷 制の イ メージ よ,ギ ャ リック」 その絵 が見せて いたのは,北 部の町 の事務室 だ っ
た。ろ うそ くが机の上で ともされ,窓 か らは満月の月がのぞいてい る。 二,三 人の男が荷物 を囲む
ように して立 っている。 荷物 は床 にあ り,男 たちの手にはのみが握 られていた。 ち ょうど今開けた
ところなのだ。蓋が半分あき,中 には膝を抱えた格好の黒人の姿が見える。年老いて髪の白い老人





「ここは,お じいさんの事務室なの。逃亡奴隷の秘密通路は,み んな,こ こに繋が ってるの よ」
と,ロ ス は あ っ さ り と言 った 。(68-69)
ロス とパー リーの二人は,貧 しい境遇 にあ りなが ら,逃 亡奴隷救 出のための地下鉄道の仕事 をして
いた。 ここで,ロ スがギ ャリックに差 し出すスケ ッチは,デ イヴ ィスの小説が ときに見せ るリア リズ
ムのモデル,絵 画その もの ようにも見える。 ス トー夫人の書 き方 との違 いは,明 らかだろ う。 た しか
に陰惨 では あるが,そ れ よ り注 意すべ きなのは,こ れが感 傷的 なプ ロッ トの中で展開 されて いる点
だ。絵は,室 内 におかれ,こ の室 内空間では,ろ うそ くが ともり,満 月がのぞ きこむ。逞 し く成長 す
る私生児ロス,改心するギャリックという,感傷的なプロットの中でこの最も直接的な奴隷制批判が
展開 されてい る。 ところが逆に,先 に見たア メリカの統合が夢想 され,ネ イサ ソ とい う ミューラ ッ
トー とバー レーが関係す る冒険小説の方 には,そ こで求め られているものが奴隷の 自由で あって も,
男たちの闘いが繰 り広げられるばか りで,このような奴隷の惨状が直接批判されることはない。奴隷
制 が議論 されるこ とはあ って も,そ こでは主に解放後 の白人の態度,そ の限界だけが示されて いる。




とん どない。 この よ うな事態 を,見 事 にま とめて くれたのは,フ ィリップ ・フ ィッシ ャーだ。ωフ ィ
ッシ ャーは,家 庭小説 ・感傷小説 が奴隷制 とい う 「厳 しい歴史的事実」を主題 にしえた理 由を,ア メ
リカ楽園の神話 を,二 つの小説 ジャンルにわけて考 えるこ とによって説明 した。 レオ ・マル クス とヘ
ン リー ・ナ ッシ ュ ・ス ミスの テーゼ を修正 して,こ の よ うに説明す る。開拓 ・建国の神話 には,二 つ
のヴ ァージ ョンがあ り,一 つが男の開拓の神話(冒 険小説)で あ り,も う一 つが女性の居 住の神 話
(家庭 小説)で あ る と。家庭内のデモ クラシーが保証 きれることが,国 内でのデモ クラシーを達成 さ
れ るこ とへの引 き金 になるのだ と。 だ とすれば,『審判』 は,感 傷小説風に,白 人の家族 と黒人の家
族が別 々に,し か し隣 り合 って,農 本主義的な家 に住む ことでとりあえずのハ ッピーエン ドを迎 える
が,こ の神話の二つの ヴ ァージ ョン を取 りこむのだ とい っていいだろ う。 冒険小説の シナ リオ と感傷
小説のシナ リオ とい う,一 見ま った く別の物語が,ア メ リカ全部を小説の領域 に引 きこむ とい う意図
の もとで,共 存す る。
いうまで もな く,r審判』は,荒 野をジ ェフ ァソニアンな楽園 に変貌 させて い く神 話の世界ば か り
を描 くのではない。すでに楽園にされたはずの場所が,お もに産業社会化 と人種 ・階級格差によっ
て,汚 濁にみちた場所 になっているさまも描 く。た とえばのちに引用する ことにな る,プ ロダリップ
がアイデンテ ィテ ィーの確立 を経験 する黒人街の通 りや,幼 少の ロスが売 り子 を勤めるフ ィラデルフ
ィアの市場,プ ロダ リップの住 まいのような豊か さのあ り余 った空間 も,西 部 に住む コンラ ッド家を
とお して描 かれる教会 内でのゴ タゴタ(マ ーガ レッ トの父 は,牧 師である),あ るいは また南北戦争
後の焼塊 と化 したステレプ リングのプランテーシ ョン,シ ェアクロ ッピングに よって骨抜 きにされた
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リコソス トラクシ ョソの戦前 とかわらない黒人の隷属状態さえも描かれる。小説の冒頭で十五年前の
主人公たちが幼少であった部分を省 くと,南北戦争から戦後の大体五年程度のタイムスパンがカバー
され るが,小 説は,デ イヴ ィス に とっての現在 を,目 の前の アメ リカを,総 合的に取 りこむ。
しか し,小 説 には新たな問題が起 こる。 この広 く見 よう とする,ア メ リカの広範 な階層,地 域 の文
化を描 きこもう とす る作家の姿勢は,と きに読 者ば か りでな く,作 者 自身を も困 ら・せて しまっている
ように見 えるのだ。プ ロッ トのマネイジ メン トが深刻な課題になる。 デイヴ ィスは,断 絶 させた もの
を統合せずに,そのまま提示するというようなモダニズムの作家のような実験は行わない。
小説の冒頭では,幼 少のロスとサップ(彼 が大人になってプロダリップになる)の下層階級 と黒人
奴隷が並置される椿姫で紹介される。二人は,ス テレブ リングというロスの生物学的父親であり,ま
たサ ップの所有者 とい う人物 で繋がっている。 この二人は,多 少の交渉を もちなが らも,そ の後のプ
ロットの展開では,別 々の方 向へ と向か う。 ロスは,ギ ャ リック とい う南部貴族 と恋愛関係を持ち,
彼の南部的偏見 を矯 正 してい く。ギ ャ リックの教育 とい う展 開だ。基調はコ ミカルである。 重要 なの
は,こ のプ ロッ トには謎 がない とい うことだ。 ロスは下層 階級 としての過去 を持 つ。 これが二人の恋
愛関係にどう影響するか,ギ ャリックがそれを受け入れられるかと,風俗小説のように問題になりは
するが,基 本的に,Blallchardとい うロスの後見人 の ようなクエイカー教徒が,不 必要 に心配 して,
盛 り上げて くれるだけなのだ。
もう一方の主 人公 は,サ ヅプ,つ ま りミュー ラッ トーであ りなが ら白人 として通 っている,有 名な
外科医プ ロダ リップであ る。彼 は,MargaretConradとい う不気味 に空 白で あ りなが ら魅 力的 な人
物 と恋愛関係を持 つ。 しか し,こ ち らの場合は,二 人 がうま くや っていけるかとい う呑気な主題では
ない。主に,プ ロダ リップの心理的苦悩が,彼 の奇癖 を通 して語 られる。ギ ャンブル をや り,金 持ち
からは出来るだけ多 くの診察料を請求し,貧 しい者のためには無料医院を開設する彼は,サ ラブレッ
ドを飼う孤独癖のある非常に精神の安定しない人物 として提示される。数々のヒン トから,彼の正体
は,読 者にはあ る程度想像がつ くが,し か し,謎 だ らけ とい っていい展開だ。作中の人物たちには,
もちろん,彼 が ミュー ラッ トーである ことはわか らな い。 この謎 が解 かれてい く過程 を読者は見 てい
くわ けだ。
二つのプロットを人物中心的に簡単に並置すれば,今述べたようになるだろう。これに書評を書い
たヘ ン リー ・ジ ェ イム ズ は,こ う評 価 す る。
芸術の点から考えて,最大の問題は,北部 と南部の風俗を対比させるというコンセプ トの処理の仕
方にある。二つのプロ ッ トには,お 互 いに何の接点 もない。㈲
だが・これは,ジ ェイムズの大 きな間違 いだ。,南部 を舞台に した物語 によくあるとお り,黒 人の血の
遺伝(プ ロダリップの プロ ット)と,遺 産相続(ギ ャリック=ロ スのプロ ッ ト)は,パ ラレルに描 か
れ・接点は,明 らかにプ ロダ リップの過去 にあ る。 ステ レブ リングのプラソ ティシ ョソか ら逃走 し,
はじめマー クル を,次 にロスの父親であ るジ ョーを南軍 の手か ら救出する,プ ロダ リップの兄であ る
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ネイサソは,ロ スのプ ロッ トとプ ロダ リップのプ ロッ トを繋げる。 また,プ ロダ リップ とネ イサソの
父,ヒ ューは,ギ ャ リックの父の遺 書の秘密 を握 って いる。ギ ャリックは,ロ ス と結 婚 したあ とこの
遺書 の問題 で悩みつづけ,し まいには,自 由が約束 された はずの ヒューを,ほ とん ど殺 人の 目的で売
り飛ばす。ロスとプロダリップが直接出会い関係を持つ場面は比較的限られているが,そ れでも,ロ
スの階級の問題 とプロダリップの人種の問題が小説の焦点だ。このように,プ ロダリヅプの過去が小
説の複雑 なプロ ッ トの結節 点の役割 をはた しているのに間違 いは ない。 おそら く,ジ ェイム ズには,
人種の壁が,風 俗の相違 ほ ξ大 切でなか ったのだろ う。 しか し,そ れよ り興味深 いの は,先 にデイヴ
ィスの執筆 の際のね らいの所 で引用 していた 「構想 の し直 し」(remodel)とい う所 だ。 明 らか に,
デイヴ ィスは,プ ロダ リップの過去,彼 の人種的ア イデンテ ィテ ィーを小説 の謎 として,小 説を展 開
させて いる。複雑なサププ ロッ トを,リ モデ リソグ と小説 拡張の際に挿 入 し調整 したのだ。 これ らの
プロ ッ トの関係,バ ラバ ラな人物たちの関係が,バ ー レー とマーケルに よって明 らかにな るこ とで,
ある程度の小説の全体像が確認される仕組みを作った。 しかし,このプロットの推理小説風のマネイ
ジ メシ トがエ ンター テイニ ングであ るに して も,そ こには,も っ と重要な意味があ る。 この複数のプ
ロッ トの結合 が,初 め に見 たア メリが全体化 への夢 と関 係 してい るか らだ。
17章か ら21章まで続 く冒険小説 風の展開 の中で,パ ー レーは,ネ イサ ソ とプ ロダ リップに似てい
る ところがあ るこ とに寅 つ く。 明 らか にそ こを受け た形 で,こ の プ ロ ッ トが次に継続 され る29章,
「ネイサソ」 と題された章で,二 人の類似点の意味が明らかにされる。
「ナ イサン と誰 か に,変 に似 た ところがあ るなあ って,谷 間 にいた ときに も,考 えてたんだけ ど
さ。で,そ れが今,誰 なのか わかった よ」
「誰な んで す?」 と眠たそ うに寝 返 りを うって,マ ークル が訊 く。
「フ ィラデル フィアの外科 医で,プ ロダ リップ とい う名前の 男だ。 それで,そ の親 父の名前 って
のが,ヒ ューって い うん だか ら…」 と言いなが ら,毛 布 の上で起 きあが る。解けかけて いた謎 を繋
ぐ鍵 が一 つ,ま た一 つ と見 えて きたのだ。(342)
ロスの夫 とな っているギ ャ リック とヒューの関係 と(ヒ ューはギ ャリックの遺産 が,遺 書 のため に
ステレブ リングの もの にな っている こ とを知 ってい る),ヒ ュー一家の人物関係(息 子が ネイサソ と
プ ロダ リップであ る),つ ま り,黒 人一家の謎 がバ ー リーに よって解 かれ る。主要 登場人物 たちの関
係が,表 だって登場 していな かった黒人一家で結びつ く。バラバ ラに見えたプ ロッ トが,こ こで結合
す る。 それ も,「ネイサ ソ」 と題 された章 で結 合す る。人物の名前 がチ ャプ ター ・ヘ ッデ ィングに使
われ るのは,こ の章 と,「プロ ダ リップ」 とい う章 題の最終章だ けなのだか ら,こ れが無意 味 とい う
わけはない。 さ らに,こ こで,バ ー リーは,ネ イサ ソが寝てい るか ら聞 こえな いだ ろう と思 ってい る
が,ネ イサソは じ'つとこの話 を聞いていて,こ のプロ.ダリップがサ ップ,つ ま り自分の弟であ ろうと
推測する。 一族の回復 に よって,彼 のアイデンテ ィテ ィーが確保 さ;れるの な ら,ネ イサン に とって も
結合の場面なのだ。が,さ らに重要だ と思われるのは,こ の離散 した黒人家族がそのままミューラッ
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卜一の身体 として表象されているこ とである。「ナ イサン」 で全体を回復 したプロ ッ トは,ネ イサソ
の全体回復の予兆なのだ。
ネイサンには, .たしかに,何 か変 な ところがあ った。歳の いった男なのに,手 足 を使 って いない
と,無意味で 目的のない動 きをす る。 まるで,体 のそれぞれの部分 には,全 体 を統括 する生 命の 目
的 というものが欠けているみたいだ。動物の動 きにさえ,ふ つう落ちついた統一感 というものがあ




の意志で使われる」 という表現が,直 接に奴隷制 という制度 ・文化を表 しているか らだ。 しか し,こ
れはなぜなのか?南 北戦争 とい う戦争にその答 えがあ りそうだ。当時の文献に広 くあたれば,リ ン
カーンの 「分離 した家」の延長線上にこの切断された身体の表象があるだろうことは十分想像できる
が,デ イヴ ィスの言葉 から,そ れを拾 ってみ よう。
「癌 を切 り落 とせ。 た とえ,患 者が死 んでしま った も,そ れは今や らなければ駄 目だ」がル ・モ イ
ンヌ博士の信条だった。(168)
これは,「奇妙 な人 々」 と題 されたデ イヴ ィス晩年の メモ ワールか らの引用だが,こ こでは 「奇妙
な制度」奴隷制に反対 した人 々の思い出話が綴 られている。 この解放 ラデ ィカル の最右翼に,ル ・モ
インヌ博士がいた。デ イヴィスは彼 に惹かれなが らも,ど ち らか といえば冷ややかな眼差 しをむけて
いる。ここで使われ る患者 とい う比喩は,こ の小説 を読み解 くにあた って大切なヒン トを提供 して く
れているが,身 体の切断が,奴 隷制の問題 と深 く関わ った表象である ことに間違 いはない。バーレー
も,明 らかにどこか らか引用 して いるというようにこう言 う。
国のこの病気は,し ゃ睡延が必要なんだ。それが兄貴の血であって もしょうがない。 とにか く,血 を
出して しま うしかないんだ。(194)
南北戦争を兄弟の間で闘いとするのは,それが文字 どおりの場合も比喩の場合もあるが,デ イヴィス
の他の作品にも頻 出す る。 ここで もはや り国家 と人の身体が重ね られ る。 最後は,プ ロダ リップの言
葉からの引用だ。
どの州にことでも興味がないんです よ。私か ら見れば,こ の世界は,騒 音 と壊れた人間って入れ物
の溢れた巨大な場所 にしかすぎません。ち ょっ とそれをい じることが,私 には許されているだけな
一.
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んです。愛国心 とか自由とか州の権利 とかいう問題は,も っと上級な医者に任せることにしてまし
てね。国 と法律だ って,体 と一緒 で,健 康な こ ともあれば健康を害 して る ときだ ってあ るんで しょ
う。(154)
プロダ リップは外科 医なのだか ら,こ の ような言 い方 に不 自然 な ところはない。 それで も,デ イヴ ィ
スは,小 説 のかな り前 の ところで,小 説が提示す る問題 と,そ の解 決 とまではいかな くとも,そ の解
決に向けての一歩 となるはずの問題の重要性の指摘を,あ らかじめ示 している。デイヴィスには,南
部的な考 え方があった。 したがって,南 北戦争をただ正義の戦争 と容認することはできなかった。逆
に,そ れ を聖戦 とす る態 度 には我慢 な らない と色 々な ところで書いてい る。それで も,合 衆国は,合
衆国として守 られねばな らないし,南部州の独立は認められないという立場だ。だから,切断は許さ
れない。 そ して,デ イヴ ィスは,「ネイサン」 と題 された章で,小 説 にプ ロ ッ トの結合 を演 じさせ る
こ とに よって,プ ロ ッ トのナネイジ メソ トと国家 のマネ イジ メン トを重ねあ わせ,そ れ を奴隷の身 体
のマネイジメン トとして提示した。奴隷の身体が表象する分裂を回避することが,国家を救 うことで
あり,合衆国を合衆国として存亡 させることなのだ。デイヴィスが見る南北戦争の意味は,こ こでは
明白だ。奴隷 に一 つの身体,ア イデン ティテ ィー を与 えるこ と,こ れがそれ だ。 そ して,作 家 は,こ
れを小説の形式において実践してみせたのである。
しか し,ミ ュー ラッ トーは どうず ればい いのだ ろうか?白 人の純 血主義 に よって黒 人 とされて し
ま うミュー ラ ットーの分裂 した意識 は どうずれば いいのか?デ イヴ ィスは,小 説 中,何 度 も何 度 も
プロダリップやネイサンが白人に見えたり,黒人に見えた りするさまを描 く。見る側の意識によって
その実体が変化 して しま うの が ミューラ ッ トーだ。 これがまさ し くサ ップ とプ ロダ リ ップ に引 き裂か
れた,ジ ョン ・プロダ リップの悩 みであ り苦悩 である。
そ こで,小 説 が見せ るのは,プ ロダ リップの 自己覚醒 のプ ロセス だ。 「ジ ョン ・ラマ ール」 をは じ
め,多 くの初期短篇 がこのプロ ット ・パ ターンを採用 してい る。最初,彼 は,白 人 として生 きるこ と
に して いた。.自分 の中にある黒 人の部分を切 り捨て るこ とに よって。 もち ろん 「黒人の部分」 とは,
白人の純 血主義 とい うきわめて人工的な基準 によるものだ。 ミュー ラ ッ トーの人種的恣意性 と,さ ら
には,白 人 よ り教養 があ り 「主人 よ り字がち ゃん と読め る」 ミューラ ッ トーを登場 させ ることで,そ
の虚構性 をデ イヴ ィスは読者 に知 らせてい る。 プロダ リップは,そ れで も,こ の白人 のルール を守 っ
て,「数滴 しかない」黒い血の部分を切 り捨てる。だから,外科医の彼が,何 度も肉体を切断する場
面が描かれる。
外科医 プロダ リップ は,い つ も,患 者の 命がまるでアブほ どの値打ち もないかの よ うに,メ ス とノ
コギ リを扱 った。 しか し,'今夜,こ の患者 の肉体を切 りつけ る時の小 さ くて 色白の表情 には,喜 び
の,い や,歓 喜の表情がうかんでいたのだ。 目の前の敵であるかのように,プ ロダリップは残忍に
切 り刻 んでいった。(137)
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この場面以外にもバーレーの傷を治 しているのに,傷 口を開けてしまう場面などがあるが,この一連
の手術 シー ンの ク ライマ ックスは,兄 ネ イサン を手術 台に載せた とき,訪 れる。
縫合 された動脈 がある。結 紮糸は十分 だが,細 い。 ベ ッドの臓 には,小 型の鋭 いメスがあった。 メ
スの先をほんの少 しここにあてるだけで,彼 の秘密は永遠に守 られる。プロダ リップは,メ スへ と
手を延 ば した。.(389)
プロダ リップは,手 術室 で兄殺害 の誘 惑 に駆 られ ている。 そ して,こ れ を 「自分を殺 す こと」(self一
murder)と呼 ぶ。 こ こで象徴 的 に使 われて い る結紮 糸や縫合 された動 脈の意味 は 明 らかだ ろ う。 関
係を切断 したいのだ。切 断は もちろん,こ こでは,プ ロダ リップが白人の まま生 きてい くことを意味
する。なぜなら,この時点で彼はマーガレットと恋に落ちており,自分を過去に繋げる兄が邪魔だか
らだ。 しか し,「仲 間の ために,家 族 のため に南部 へ帰 るんだ」 とい うネイサソの言葉 にプ ロダ リッ
プは驚 く。ぼ ろぼろにな って よ うや く北 に た どり着 いた,こ のみすば らしい兄 が,北 軍 に参加 して闘
うんだ と言 う。 こ うして,切 断の連鎖 は終 わ る。絆(tie)の回復 だ。 この展開 は,こ う要約 す ると
メロ ドラマの よ うだが,こ のす ぐ前 で,こ の ようなフ ォー クナーのジ ョー ・ク リスマ スを思わせ る一
節があるので,そ の よ うには読めない。
帰宅の途中,プ ロダ リップは,道 を曲が り,ベ イカー通 り,そ してベ ヅ ドフ ォー ド通 りの方へ と向
かった。 今まで注意 して避け て きた区域 であ る。何 も見の が さなか った。異臭,売 りに出 されてい
る悪臭をはなつボロボロの食料品,日 の当たるところにいる蝿のように歩道や側溝に横たわる酔っ
ぱ らった黒人達の群。彼 らの獣の ような手 足には,汚 らしいぼろ切れがか かって いる。 プ ロダ リッ
プが とおる と,彼 らは うるんだ 目とぼ った りとした唇 を向けた。 ほかの時であれば ,彼 の 白人 の潔
癖な血が・すべての感覚が,吐 き気をもよお していたろう。(彼の中には,黒人の血はほんの数滴
しか流れていなかった)だ が,今 日,そんな嘔吐感 よりも強い感情に導かれて黒人たちを見ている
と・彼の表情 は険 しくな った。親近感,同 族意識 がそれだ った。 そ して,自 由を獲 得 したあ と,た
とえ導 く人がいない として も,必 ず しもこんな風 にな らな くて もい いはず だ,と 思 った。(381)
そして,彼 の決断 を語 る ところでは,と つぜん,こ んな一節が飛び 出す。
その時・自己愛や同情心より強い何かに彼の魂は掴ま;れた。まるで,王 の手の意志で川の流れが変
わるよ うに・その魂 の方 向が変 わ った。 自然,本 能,血,何 と呼 ん で もかまわない が,そ の 何か
が・ジ ョン ・プ ロダ リップ,彼 の人生 と願 い を,喜 劇の 中の一つの役 にす ぎな い と思 わせた。 そ し
て・獣の快楽 と獣の不満しか持たない納屋の少年サ ップだけが,本 当の自分だとプロダリヅブは思
った。(392)
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メロ ドラマだ ろ うか?そ うではない。 ここでデイヴ ィス とプ ロダリ ップは,ド ラマ 自体 から超 越 し
ているのだ。「王の手の意志」の 部分が奇妙な感 じをあたえるな ら,そ れは,プ ロダ リップがギ ャ リ
ックの結婚の際して,自虐的に言った言葉を受けているからだ。基本的に喜劇 として扱われるロスと
ギャリックの結婚を,彼は恵まれた王の息子の結婚と言い,対照的に自分のことを惨めな最期を遂げ
る しかない王子 と言 っていた。悲劇か ら喜劇 への,一・瞬の跳躍。 さらにデイヴ ィスは,読 者か,あ る
いは 自分 自身 をほ とん どあざわ らうかの ように 「自然,本 能,血 」が,自 己愛 や同情心 よ りも強い何
かであると言 う。これは,小説が見せてきた概念の骨組みをほとんど破壊しかねない行為だ。時代の
言説,デ イヴィスがほぼ受け入れ,間違いな く当時の読者たちが持っていた疑似生物学の言説を,転
倒 させかねない からだ。 このす ぐあ と,プ ロダ リップは,コ ンラ ッ ドを この手術室 に招 きいれ,自 分
が ミューラ ッ トーであるこ とを告 げる。 この時の言葉は,一 転 きわめてコンベ ンシ ョナルな ものに
な る。
二つの人種 を分け る本能が越 えがたい ものであるこ とを,と りわけそれが コンラ ッ ド嬢,マ ーガ
レ ットには強い ことを,プ ロダ リップは知 っていた。(393)
そ して,マ ーガレッ トが拒絶す る。
私たちの間にある隔た りは,神 が越 えてはな らない とした ものです。…私は,自 然にはかな いま
せ ん。(401)
『審判』の出版当時,黒人の活動家で書評塚から,「黒人への希にみる理解力をもったデイヴィス氏
は,し か し,白 人 の黒人 への嫌悪が,血,本 能 に よる もの だ とお考 え らしい」 と批判 された。⑥確 か
にそ ういう側面はあるだ ろう。 これを全面的 に否定 した い とは思わない。 しか し,こ こで,プ ロダ リ
ップが 自分の アイデンテ ィテ ィーを選択 していることは間違 いがない。
人生の岐路が,口 の前にあ る。そ して,彼 は 自分で選 んだ のだ。(393)
プロダ リップは,人 種の選ぶ ことがで きた。その選択能 力をデ イヴ ィスは,本 能,自 然 と呼ぶ ことに
よって;逆 に,こ れ らの超越的概念の意味内容 を破壊す る。 ここで 自然 は,少 しも自然ではない。小
説 は,「血」,「血統」あ るいは 「サラブ レ ット」 といったモ チーフで構成 され ているの に,ま た悲 劇
のクライマ ックスにおいてさえそれがそのまま採用 されているの に,そ の土台 自体 が,こ の決意 にお
いて,骨 抜 きにされてい る。 この ような矛盾 によって,は じめてプロダ リップはヒーロー となる。 し
かし,ジ ェイムズは,こ の選 択を 「不 自然」だ とい う。黒人が 白人になれ るな ら,そ ち らを選択 する
の が自然であ る,と 。 しかし,デ イヴ ィスが ここで見せているのは,ま さ しくこの 「自然化」への抵
抗 だ。…方で,マ ーガ レッ トの習慣 から くる判断 を自然 と呼びなが ら,も う一方で プロダ リップの文
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化的抑圧の装置からの超越を自然 と呼ぶ。自然の自然性が問われているというしかない。そ もそも,
自然は選択できるものなのだ・自分のアイデンティティーの決断を,自然 という人の手の届かない場
所に持 っていって しまう必要 もない。
しか し,ミ ュー ラー トーだか ら選 択で きた,そ れも選 択肢は すでに皮膚の 色によって定め られてい
た,と い う反論 もあ り得 るだろ う。 その ような生物学的 といってもい い視点 に立つな らば,こ こに,
デイヴ ィスの限界があ るこ とを認めて もよい。「ジ ョン ・ラマール」 で も,ど ち らか といえば南部 よ
りの視点が示 さ;れているが,デ イヴィスには異人種間での再生産を是認することができなかった。デ
ィンプルダ インが緻密 に調べているよ うに,デ イヴ ィスの人種混瀟への不安 は明 らかだ。 ミュー ラッ
ト一のアニーに 「奴隷制 がな くなれば,ア マルガ メイシ ョソはな くなる」 と語 らせて,そ の不安 を露
にしてい るし,小 説 のほ とん ど最後の 「ホーム」 という章で も,異 人種の家族 が集結 しつつ も,家 自
体は別 々だ。 それで も,こ れが時代の制約である ことと,こ の制約 が現代 で もな くな った訳で はない
とい う事実は強調 して おいて いいだ ろう。
それ より重要 なのは,国 家の リコンス トラクシ ョン と人の リコンス トラクシ ョン を重ねてみ る視点
が,人 が構築物であ る というこ とを強 調する ということだ。 どち らも作 り直せ るか らだ。皮膚 の色の
ような身体 が,な にが しかの価値を持 つ,あ るいはな にが しかの価値 しか持 てな い,と い う見方 臼
体,単 な る文化的な構築物に しかす ぎない。その ようにさえ,こ の視点は伝 える。モ ノ 自体ではな く
モ ノの意味 こそが,問 われているか らだ。 アメ リカに空聞はあ って も,は じめウ ィル ダネス と意 味づ
けされ,や がてホームステ ヅ ドとい う意味 を付与 されて拡大 してゆ く国家 は,モ ノではない。 ミュー
ラットー の身体の社会的意味が変更可能なのは,自 明だろう。プロダリップの闘いは,意 味の変更を
求める闘いだ った。 こ こでプロダ リップは,デ イヴ ィス と闘 っている ようだ,と 言 った ら誇張 しすぎ
かもし:れない。が,も しこれ がナンセンスに響 くな ら,デ イヴ ィスはデイヴ ィス と闘 ってい る と言 っ
てもいい。 じじつ,プ ロダ リップを拒絶 したマーガ レヅ トには,濃 厚 にデ イヴ ィスの影があ った。
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